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1 はじめに

　 Support Vector Machine (SVM) は高性能として知られる機械学習の判別手法である．本報告では SVM

における高速な変数選択手法を提案する．まず判別性能の良さを表す目的関数を定義し，次に各変数がそ

の目的関数に与える影響を評価して変数の重要度を測る．これにより変数選択を行う．そして判別精度の改

善，および計算コストの削減を実現する．

2 変数選択基準の提案

　 {(xi, yi) ∈ Rd ×{±1} | i = 1, . . . , n}を訓練データとする．説明変数 x を写像 ϕ(x) により特徴空間 Rp

に写し，特徴空間における線形判別を実現するための解 (w, b)を求める．次に判別関数 f(xi) = wTϕ(xi)+b

の正負によってサンプル xi をクラス ±1 に分類する．そのため正しく判別されたサンプルは yif(xi) > 0

を満たすことになる．そこで最大化すべき目的関数を次で定義する．
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ただし，K(xi,xj) = ϕ(xi)

Tϕ(xj) はカーネル関数と呼ばれる特徴空間での内積，SVはサポートベクター

の集合である．この目的関数∆(f)に個々の変数が与える影響を 2通りの方法で評価する．

変数削除法： 変数 xk (k = 1, . . . , d)を説明変数ベクトルから削除することで得られる次の式
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によって変数 xk が目的関数に与える影響を評価する方法である．

変数微分法： 変数 xk の微小変動が目的関数に及ぼす影響を次で測る．
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一旦訓練データで判別関数を求めると，両手法とも各説明変数の重要度を高速に評価することができる．

3 ベンチマークデータによる提案手法の評価

　本手法を変数選択問題の 4つの人工ベンチマークデータに適用した．これらのデータは各説明変数がク

ラスの情報を持っているかどうかが既知である．比較として同じ wrapper タイプの変数選択基準 [1][2]も

併せて適用した．結果的に我々が提案した∆(f)(−k)を用いた基準のみが，クラスの情報を持つ説明変数を

完全に選択することに成功した．詳細な結果と実データへの適用例に関しては当日報告する．
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